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◆最上クロスロードについて◆
新庄市は、道路（国道13号、国道47号）及び鉄路（奥羽本線、陸羽東線、

陸羽西線）が交差することから「東北の十字路」と呼ばれ、交通の要衝とな
り栄えてきたことに由来して「最上クロスロード」と題しました。

事業進捗や工事状況等を随時お知らせして参ります。

＜ご意見・お問い合わせ先＞

国土交通省東北地方整備局 山形河川国道事務所 新庄建設専門室

〒９９６－００４１ 新庄市大字鳥越字舟田６０８－２

（新庄国道維持出張所内）

TEL：０２３３（２２）１７３１、FAX：０２３３（２２）１７３１

（新庄国道維持出張所ＨＰ）
http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/syucho/shiniji/index.html

平成28年5月26日(木)、戸沢村古口地内で建設中の新庄古口道路 （仮称）古口大橋の橋
桁部分が完成し、最後のボルトを取り付ける、ボルト締結式を現地で開催しました。

式には戸沢中学校2年生をはじめ、地元自治体、工事関係者など、約70名にご参加いただ
きました。

式典では、山形河川国道事務所長、戸沢村長による挨拶
の後、出席者代表の8名がボルトの締め付けを行いまし
た。
今後、 （仮称）古口大橋は平成29年度中の完成を目指し、
床版や舗装の工事などを行います。

締結式の後、戸沢中学校2年生38名の皆

さん全員にボルトの締め付け作業を体験
してもらいました。

工事で困った点や、作るための費用、環
境対応などについて鋭い質問が出るなど、
熱心に参加いただきました。

▲落橋防⽌装置も⾒学しました
▲ボルト締め作業は 「意外
に楽しい」と好評です

▲⼯事では2万本以上の
ボルトを使⽤しました

▲戸沢村長による来賓挨拶。道路完成にかける
地域の期待を改めて感じることができました。
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